平成　　年　　月　　日

平成29年度一般募金に係る広域公募助成金交付申請書

社会福祉法人　大分県共同募金会　会長　永 松 博 文 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　所　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　団体・法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　担当者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　
（携　帯　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　
下記の事業を行うため、赤い羽根共同募金助成金の交付を受けたいので申請します。

記

１　申請事業
	活動及び事業
	申請金額

	該当するものに印をつける

□団体活動

□施設・機器等整備事業

□特別テーマ事業
	事業名
	万円
・事業費の3/4以内

・万円未満切捨て


□新規事業　　□継続事業（助成履歴なし）　□継続事業（助成連続　　年目）
２　団体・法人の概要
	団 体
	団体設立年月日
	昭和・平成　　年　　月　　日

	
	設立の目的
	

	
	会　員　数
	名（職員　　　名）

	
	対　象　者
	

	法 人

施 設
	法人設立年月日
	昭和・平成　　年　　月　　日

	
	申請施設の種類・名称
	

	
	申請施設の代表者職・氏名
	

	
	対　象　者
	

	
	施設の開設年月日
	

	
	施設の住所
	〒　　　　　　　　　　（法人と同じ場合は不要）

	
	その他、経営する施設
	・

・


２　事業内容

	①【 現状と解決したい課題 】（箇条書きで具体的に記入）


	②【 助成を必要とする理由 】
（上記①の内容について、助成がなければ実施できない理由を具体的に記入）


	③【 具体的な事業内容・期待される効果 】（箇条書きで具体的に記入）


	④【 機器等の選定理由 】（箇条書きで具体的に記入）


	団体活動
の場合記載
	主な対象者：

	
	実施予定日：

	
	開催場所：

	
	件数・回数：　　　　　　　　　　延べ人数：


３　経費の内訳（項目は、必要に応じて増減）
	項　　目
	積算内訳（なるべく詳細に記入）
	金　額

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	合　　計
	
	円


４　資金の内訳（この合計は、３経費の内訳の合計と一致。項目は適宜変更）
	項　　目
	内　　訳
	金　額

	共同募金助成金

（申請金額と一致）
	
	円

	自己資金
	
	円

	利用者負担
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	合　　計
	
	円


５　共同募金及び民間財団等の助成状況　　

	· 年度
	共同募金の助成状況
	民間財団等資金の助成状況

	
	金額【施設名】（事業名）
	助成団体名
	金額【施設名】（事業名）

	Ｈ２６年度助成

(H25年度募金・申請
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）

	Ｈ２7年度助成
(H26年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）

	Ｈ２８年度助成
(H27年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）

	Ｈ２９年度助成
(H28年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）


※助成状況の年度は、申請時の年度ではなく、申請した翌年に助成金の交付決定を受け、実際に事業を実施した（する）年度。
６　平成２８年度決算時における積立金・繰越金の状況（法人の場合）

（保育所については、施設設備整備積立金を明記すること）

	施　設　会　計　
	法　人　会　計　

（法人本部に係るのもの）

	修繕積立金
	円
	修繕積立金
	円

	備品等購入積立金
	円
	備品等購入積立金
	円

	施設設備整備積立金
	円
	施設設備整備積立金
	円

	当期末支払資金残高
	円
	当期末支払資金残高
	円

	申請事業に上記積立金・当期末支払資金残高を充当できない理由
	


　※相当な財源を有し、諸経費の支弁に支障がないと認められる施設・団体については、助成順位が下位になります。（相当な財源を有するとは、前年度の留保金〔当期末支払資金残高、その他の積立金等【退職積立金を除く】の合計額〕が前年度経常収益の２分の１を超えた状態をいう）
７　添付書類

①見積書（２社以上）、カタログ、写真、図面等（申請内容がわかるもの）

②平成２８年度決算（見込）書の写し

但し、法人の場合は、修繕積立金・備品等購入積立金、当期末支払資金残高を確認で

きるページとし、該当箇所（金額）を必ずマーカーで着色表示すること

（貸借対照表、資金収支計算書、事業活動計算書等）

③平成２９年度予算書の写し

８　共同募金運動の参加状況
　（昨年度の参加状況について、該当するものにすべてチェックしてください。）
□募金箱を設置した　　　　　　□街頭募金に立って呼びかけた

□会員に協力を呼びかけた　　　□イベントで募金を呼びかけた

□ポスターを貼った　　　　　　□会報で協力を呼びかけた
□「感謝のつどい」に参加した　□個人的に協力した
□行事に参加した（行事：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
平成　　年　　月　　日

平成29年度一般募金に係る広域公募助成金交付申請書


社会福祉法人　大分県共同募金会　会長　永 松 博 文 様

　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　団体・法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　担当者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　
（携　帯　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　

下記の事業を行うため、赤い羽根共同募金助成金の交付を受けたいので申請します。

記

１　申請事業

	活動及び事業
	申請金額

	該当するものを○で囲む

・団体活動

・施設・機器等整備事業

・特別テーマ事業
	事業名
	万円

・事業費の3/4以内

・万円未満切捨て


□新規事業　　□継続事業（助成履歴なし）　□継続事業（助成連続　　年目）
２　団体・法人の概要

	団 体
	団体設立年月日
	昭和・平成　　年　　月　　日

	
	設立の目的
	

	
	会　員　数
	名（職員　　　名）

	
	対　象　者
	

	法 人

施 設
	法人設立年月日
	昭和・平成　　年　　月　　日

	
	申請施設の種類・名称
	

	
	申請施設の代表者職・氏名
	

	
	対　象　者
	

	
	施設の開設年月日
	

	
	施設の住所
	〒　　　　　　　　　　（法人と同じ場合は不要）

	
	その他、経営する施設
	経営する施設が複数あり、欄内に記入できないときは、

「別紙のとおり」と記入し、別紙として添付すること


２　事業内容

	①【 現状と解決したい課題 】（箇条書きで具体的に記入）



	②【 助成を必要とする理由 】

（上記①の内容について、助成がなければ実施できない理由を具体的に記入）



	③【 具体的な事業内容・期待される効果 】（箇条書きで具体的に記入）



	④【 機器等の選定理由 】（箇条書きで具体的に記入）






	団体活動
の場合記載
	主な対象者：

	
	実施予定日： 

	
	開催場所：

	
	件数・回数：　　　　　　　　　　延べ人数：


３　経費の内訳（項目は、必要に応じて増減）

	項　　目
	積算内訳（なるべく詳細に記入）
	金　額

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	合　　計
	
	円


４　資金の内訳（この合計は、３経費の内訳の合計と一致。項目は適宜変更）

	項　　目
	内　　訳
	金　額

	共同募金助成金

（申請金額と一致）
	
	円

	自己資金
	
	円

	利用者負担
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	合　　計
	
	円


５　共同募金及び民間財団等の助成状況　　

	· 年度
	共同募金の助成状況
	民間財団等資金の助成状況

	
	金額【施設名】（事業名）
	助成団体名
	金額【施設名】（事業名）

	Ｈ２６年度助成

(H25年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）

	Ｈ２７年度助成

(H27年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）

	Ｈ２８年度助成

(H27年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）

	Ｈ２９年度助成

(H28年度募金・申請)
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）
	
	　　円

【　　　　　　　　　　　　】

（　　　　　　　　　　　　）


※助成状況の年度は、申請時の年度ではなく、申請した翌年に助成金の交付決定を受け、実際に事業を実施した（する）年度。

６　平成２8年度決算時における積立金・繰越金の状況（法人の場合）

（保育所については、施設設備整備積立金を明記すること）

	施　設　会　計　
	法　人　会　計　

（法人本部に係るのもの）

	修繕積立金
	円
	修繕積立金
	円

	備品等購入積立金
	円
	備品等購入積立金
	円

	施設設備整備積立金
	円
	施設設備整備積立金
	円

	当期末支払資金残高
	円
	当期末支払資金残高
	円

	申請事業に上記積立金・当期末支払資金残高を充当できない理由
	


※相当な財源を有し、諸経費の支弁に支障がないと認められる施設・団体については、助成順位が下位になります。（相当な財源を有するとは、前年度の留保金〔当期末支払資金残高、その他の積立金等【退職積立金を除く】の合計額〕が前年度経常収益の２分の１を超えた状態をいう）
７　添付書類

①見積書（２社以上）、カタログ、写真、図面等（申請内容がわかるもの）

②平成２８年度決算（見込）書の写し

但し、法人の場合は、修繕積立金・備品等購入積立金、当期末支払資金残高を確認で
きるページとし、該当箇所（金額）を必ずマーカーで着色表示すること
（財務３表の貸借対照表、資金収支計算書、事業活動計算書）

③平成２９年度予算書の写し

８　共同募金運動の参加状況
　（昨年度の参加状況について、該当するものにすべてチェックしてください。）
□募金箱を設置した　　　　　　□街頭募金に立って呼びかけた

□会員に協力を呼びかけた　　　□イベントで募金を呼びかけた

□ポスターを貼った　　　　　　□会報で協力を呼びかけた
□「感謝のつどい」に参加した　□個人的に協力した
□行事に参加した（行事：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
記　載　例





携帯は、差し支えなければ記載してください。他用はいたしません。





この金額は、４「資金の内訳」


の「共同募金助成金」と一致





平成２８年度一般募金に係る広域公募助成要綱３「助成の対象となる活動及び事業」参照





①事業名は、その目的が明確になるよう記入すること


②機器等整備の場合は、「○○の購入事業」とすること





①１社しか製造していない場合は、この欄に「（例）申請するこの○○は、△△社しか制作していない。」旨を記載すること


②また、購入業者にこの旨を見積書に記載するよう依頼すること





高齢者、児童、障がい者、○○依存者等該当する対象者を記載すること





この金額は、４「資金の内訳」の合計と一致。





この金額は、３「経費の内訳」の合計と一致





①過去の助成状況や年度をよく調べて記入すること（年度の間違いが多い）


②同一法人で、申請施設と異なる施設が助成を受けている場合は、その異なる施設の状況も必ず記載すること


③団体の略称・略号（例）公益財団法人中央競馬馬主社会福祉財団→ＪＲＡ


　　　　　　　








